
内　　 容

昭和59年産米の初検査

春
先

の
不

順
天

候

に
よ
り

二
週

間

ほ

ど
田
植

え

が
遅

れ
、

ど
う

な

る
の

か
と
心

配

さ

れ
ま
し

た
が
、

そ
の

後

の
天

候

の
回
復

と
農

家

の

努
力

に
よ

り
五
年

ぶ
り
に
豊

作

の

声
を
聞

く

こ
と

が
で

き
ま
し

た

。

五

十
九
年

産

米
の

初
検
査

が
九

月
二
十

七
日

九
時

三
〇

分
よ

り
農

協

倉
庫

に

お

い
て
行

な

わ
れ
、
検

査

を
受

け

た
一

八
六

俵
の
（

マ
ア

サ
ヒ

が
全

て
一
等

米

で
し

た
。

一
等

米

の
比
率

を

九
〇
暫

以
上

に
を
目

標

に
掲
げ

、
適

期
刈

取

り
、

適
正

な
乾
燥

と
調

整

に
努

め
、
乾

燥

機

に
よ

る
過
乾

燥

の
防

止
を
呼

び

か
け
ま
し

た

。

限度数量比率

/ 俵　数 比 率

１等米 61,008 88.9

２等米 7,541 111.0

３等米 118 0.T

合　計 68,667 100.0

発行・青森県蓬田村／編集・広報よもぎた編集委員会

広
報

1０月

11 月

昭和59年

N0．156

昭利閲年度沃膵報告…………………………ど～ｄ

保育所運動会・蓬田村交通安全村民大会………∠L

いもほり ●いも煮会………………………………５

蓬田村敬老会…………………………………６～ワ

新着フィルム紹介・お知らせ……………………８

第２回陸奥湾一周駅伝・お知らせ………………９

蓬田村職員給与等の公表……………………1〔〕～12

ヤングメッセージ・折々の歌……………………13

戸籍の窓口・村民文芸欄…………………………14

よもぎた



表－ １　 実質収支に関する調

昭
和
五
十
八
年
度
決
算
は
。
昭

和
五
十
九
年
九
月
二
十
一
日

に
第

三
回
定
例
村
議
会

に
お
い
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
説
明

す
る

決
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
と
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
特
別

会
計
を
合
算
操
作
し
、
普
通
会
計

分
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
御
注
意

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅱ
　
実
質
収
支

地
方
公
共
団
体
の
決
算
を
み
る

場
合
、
こ
の
実
質
収
支
が
黒
字
で

あ
る
か
、
赤
字
で
あ
る
か
が
財
政

区　　　　　　 分　　　　　　　金　　額

58

年

度

1.歳　　　入　　　総　　　額　1,744,754千円

２．歳　　　 出　　　 総　　　 額　1,685,740 千円

３．歳　入　歳　出　差　引　残　高　　59,014 千円

４．翌年度へ

繰越すべ

き財源

(1頒 越費逓次繰越額　　　　　O 千円

(2頒 越明許費繰越額　　　　　O 千円

(3)事故繰越し繰越額　　　　　O 千円

計　　　　　　　　　　　　　 O千円

５．実　　 質　　 収　　 支　　 額　　59,014 千円

運
営
状
況
を
判
断
す
る
一
般
的
な

基
準
に
な
り
ま
す
。
赤
字
団
体
と

は
こ
の
数
字
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
団
体
で
あ
り
ま
す
。
次
に
実
質

収
支
額
は
前
年
度
比
四
十
四
・
五

％
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
実
質
収
支
額
は
標
準
財
政
規

模
の
五
％
以
内
で
最
適
と
さ
れ
、

本
村
の
場
合
は
約
四
千
万
円
以
下

と
な
り
、
ま
だ
効
率
的
な
予
算
執

行
を
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ

う
で
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
全

体
で
十
三
％
の
増
と
な
り
、
主
に

繰
入
金
・
県
支
出
金
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
日
本

海
中
部
地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
事

業
に
よ
る
も
の
で
す
。
五
十
八
年

度
の
歳
入
を
み
ま
す
と
、
地
方
交

付
税
・
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

の
合
計
が
歳
入
の
六
十
六
％

と
な

り
、
私
達
が
納
め
て
い
る
税
金
は

七
・
八
％

と
な
り
、
自
主
財
源
の

少
な
い
村
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

Ⅳ
　
歳
出

歳
出
の
分
析
に
は
、
目
的
別
及

び
性
質
別

の
二
通
り
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

ま

ず
目
的

別

に
分

析
し

て
み

ま

し
ょ

う
。

こ

れ
は
予

算
と
同

じ
様

式

で

あ
り

、
庁
内

各
課

の
仕
事

の

分
担

に
金
額

を

あ
て

は

め
た
も

の

と
同

じ
で

あ
る
と
考
え

て
下

さ
い
。

主
な
建
設

事
業
費
を
列
挙

す
る
と
、

一
、

農
林

水

産
業
費

○
防
災

無
線

放
送

施
設

三

七
〇
〇

万
円

○
老
巧

た

め
池

整

備
事
業

二

五
〇

〇
万

円

○
農
免

農
道

整
備

事
業

三

二
〇

〇
万

円

○
農
村

総
合

整
備

モ

デ
ル
事

業

四

〇
〇

〇
万

円

○
広
瀬

団
体

営
農

道
整

備
事

業

匸

一
〇

〇
万

円

表－２　歳入の状況

二
、
土
木
費

○
公
営
住
宅
建
設
事
業

八
六
六
〇
万
円

○
阿
弥
陀
川
下
線
道
路
整
備

三
五
三
〇
万
円

○
蓬
田
漁
港
改
修
事
業

1　
I　
･
1

（
○
万
円

三
、
災
害
復
旧
事
業
費

○
公
立
学
校
災
害
復
旧
事
業

一
七
六
〇
万
円

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事

業
五
一
五
〇
万
円

○
農
地
・
農
林
業
施
設
災
害
復

旧
事
業
匸
一
五
〇
〇
万
円

四
、
そ
の
他

昭和58年度 決算報告

地方交付税　　 ７億3,638 万 ７千円　　42.2%

県 支 出 金　　 ２億6,213 万 ９千円　　15.0%

繰　 入　 金　　 １億7,777 万１ 千円　　10.2%

国庫 支出金　　 １億5,842 万 ３千円　　9.1%

村　　　 債　　 １億4,570 万円　　　　　8.4%

村　　　 税　　 １億3,541 万 ２千円　　7.8%

そ　の　 他　　 １億2,892 万 ２千円　　7.3%

村税の内訳

2

Ｉ
　

は

じ

め

に

Ⅲ
　
歳
入

昭
　

和
　

五
　

十
　

八
　

年
　

度
　

決
　

算
　

報
　

告



3-（2）性質別分析

歳入不足額2､965千円は59年度予算より繰り上げ充用

○
防
火
水
そ
う
新
設
工
事

五
〇
〇
万
円

○
庁
舎
暖
房
機
取
替
工
事

三
一
五
万
円

○
小
学
校
排
水
路
工
事

一
五
〇
万
円

次
に
性
質
別
に
分
析
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
は
財
政
分
析
に
使

用
す
る
の
で
あ
り
、
支
出
の
内
容

は
一
見
し
て
わ
か
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
を
プ
ラ
ス
し
た
も
の
を
義
務
的

経
費
と
い
い
、
こ
の
経
費
の
占
め

る
割
合
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
財

政
が
硬
直
化
し
た
と
言

わ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
は
、
こ

の
割
合
が
三
十
四
・
五
％

と
な
り

前
年
比
三
・
七
％
の
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
老
人
保
健
事

業
の
特
別
会
計
の
新
設
に
よ
る
普

通
会
計

か
ら
の
老
人
医
療
費
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
五
十
八
年

度
決
算
が
確
定
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、
国
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
補

助
金
等
が
見
直
し
さ
れ
て
お
り
、

自
主
財
源
の
乏
し

い
本
村
も
か
な

り
影
響
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
少

な
い
財
源
で
明
日
の
蓬
田
村
の
発

展
の
た
め
に
、
村
民
の
皆
様
の
よ

り
一
層
の
協
力
と
努
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｖ
　

お
わ
り
に

老人保健特別会計 国保特別会計

3 昭和58年度決算報告

表－3　支出の状況

3-（1）　目的別分析

農林水産業費

2億9,971 万4 千円　17.8%

教　 育　費

2億3,755 万3 千円　14.1%

総　 務　費

3億2,691 万6 千円　19.4%

(積立金1 億5,000 万円を含む)

上　木　費

2億2,017 万5 千円　13.1%

災害復旧費

2億1,988 万6 千円　13.0%

公債費　1 億2,573 万4 千円　7.4%

民生費　1 億1,934 万3 千円　7.1%

その他　1 億3,641 万9 千円　8.1%

〕 議　会　費　4  , 521 77 5千円

衛　生　費　4,126 万7 千円

消　防　費　4,508 万7 千円

工　費　　445 万8 千円

労　働　費　　　39万2 千円

普通建設 事業

3億9､095 万5千円　23.2%

災害復旧 事業

2億1,988 万6千円

人　件　 費

4億3,338 万2千円　25.7%

積立 金　1億5,000 万円　8.9%

物件 費　1億4,223 万3千円　8.5%

補助 費　1億3,303 万1千円　7.9  %

公債 費　1億2,572 万5千円　7.5%

その 他　　9,052 万8千円　5.3%

〕 維持 補修 費　4,229 万1 千円

扶　助　 費　2,182 万1千円

出　 金　2,589 万6 千円

投 資・出資　　520 万円



蓬

田

村

交

通

安

全

村

民

大

会

昭

和
五

十

九
年
度

の
蓬

Ⅲ
村

交

通

安
全
村

民
大

会

が
、

九
月
五

日

午
後

一
時

三
十

分
よ

り
玉

松
公

民

館

に
お

い
て
開

催

さ
れ

ま
し

た
。

交
通

事
故

犠
牲

者

に
対

す
る
黙

と

う

の
後

、
村
長

よ

り
「
子

供

か
ら

お
年

寄

り
ま
で

気

を
付
け

、
交

通

事
故

の

な

い
明

る

い
村
を

つ

く
り

ま
し

ょ

う
。
」
と
あ

い
さ

つ
が
あ

り

ま
し

た

。
こ
の

後
蟹
田

警

察
署

交

通
係

よ

り
蟹
ｍ

署
管
内

の
交
通

事

故

発

生
状
況

に
つ

い
て
説
明

か

お

り
、

昭
和

五
十

九
年

中

に
村
内

で

発
生

し
た

交
通

事
故

は
、

八
月
末

現
在

人
身

事
故

十
四

件
で

傷
者
二

保育所運動会　8・26

十
五
人
、
物
捐
事
故
五
十
三
件
と

い
う
こ
と
で
す
。

最
後
に
交
通
指
導
隊
の
坂
本
重

学
が
交
通
事
故
撲
滅
の
た
め
、

ミ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用

す
る

几

暴
走
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

い
、
さ
せ
な
い

三
、
子
供
と
老
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
り
ま
す

四
、
交
通
安
全
家
族
会
議
の
促
進

に
努
め
ま
す

五
、
歩
行
者
及
び
自
転
者
利
用
者

の
事
故
防
止
を
図
る

全

学
先
実
行
す
る
と
大
会
宣
言
し

大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

シートベルトを着用しましょう

保育所運動会・蓬田村交通安全村民大会 4



今年の収穫は！
いもほり・いも煮会

夏
休
み
明
け
の
八
月
二
十
五
日

午
前
九
時
よ
り
じ
ゃ
が
い
も
ほ
り

を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
じ
ゃ
が
い
も
は
、
小
学
校

の
近
く
の
畑
を
借
り
、
春
に
植
見

付
け
し
た
も
の
で
す
。

畑
の
草
取
り
の
終
わ
っ
た
班
か

ら
じ
ゃ
が
い
も
を
ほ
り
ま
し
た
。

昨
年
に
く
ら
べ
て
、
小
つ
ぶ
て
し

た
が
全
体
の
収
量
は
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

い
も
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
班
ご
と

に
一

番
大

き
い
い
も
一

個
の
重

さ
、
収
穫
し
た
い
も
の
重
さ
で
審

査
が
行
な
わ
れ
、
大

き
さ
は
蓬
田

衝
班
、
重
さ
は
高
根
班
が
一
位
と

な
り

ま
し
た

。

こ
の

後
、

収
穫

し
た

ば

か
り
の

じ
ゃ

が
い

も
で

い
も
煮

会

を
行

な

い
楽

し

い
一
日

を
過

ご
し
ま
し

た
。

い も コ ン テ ス ト

部　　　　　 落 総　 重　 量 大　 き　 さ

中　　　　　 沢

圉　 班 21.8kり 270g

北　 班 20.0 240

長　　　　　 抖

圉　 班 19.0 233

北　 班 20.0 260

阿　 弥　 蛇　 川

圉　班 21.0 肌0

北　 班 16.0 270

蓬　　　　　 田

圉　 崕 25.2 420

韭　 崕 12.6 390

郷　　　　 沢

圉　班 20.8 250

韭　 班 25.4 郛0

瀬　　 辺　　 址

圉　班 13.8 220

北　 班 23.8 215

広　　　　　　瀬

圉　 班 18.4 320

北　 班 1匸０ 270

高　　　　　 根 28.0 190

5

重

さ

の

部

一

位
一
　
高

根

班
　
　

二

八
・
〇

に
収

二

位
　

郷

沢

北

班

二

五
・
四

厥

三

位
　

蓬

田

南

班

二

五

こ
一
匳

○
い
も
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

大

き
さ
の
部

一
位
　
蓬
田
圉
班
　
四
二
〇
ｇ

二
位
　
蓬
田
北
班
　
三
九
〇
ｇ

三
位
　
広
瀬
圉
班
　
三
二
〇
ｇ

いも ぽり・いも煮会



6蓬田村敬老会

九
月
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
玉
　
　

来
年
の
敬
老
会
に
も
元
気
な
顔
を

松
公
民
館
に
お
い
て
敬
老
会
を
開
　
　

見
せ
て
下
さ
い
ノ

と
あ
い
さ
つ
が

催
い
た
し
ま
し
た
。
満
九
十
三
歳
　
　

あ
り
、
来
賓
の
方
々
か
ら
も
「
こ

の
小
鹿
キ
ソ
さ
ん
を
け
じ
め
二
百
　
　

れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ
け
、
長
生

五
十
名
の
お
年
寄
り
が
出
席
し
盛
　
　

さ
し
て
下

さ
い
厂
と
祝
辞
か
お
り

犬
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

ま
し
た
。
ｙ
こ
れ
に
対
し
て
山
谷
侫

九
十
歳
以
上
の
長
寿
者
三
人
、
　
　

雄
老
連
会
長
よ
り
「
顕
彰

さ
れ
る

八
十
八
歳
の
長
寿
者
六
人
、
婚
姻
　
　

ま
で
生
き
よ
う
と
い
う
目
標
を
与

五
十
年
健
在
夫
婦
一
組
に
村
長
よ
　
　

え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

り
顕
彰
状
及
び
記
念
品
が
手
渡
さ
　
　

い
ま
す
ノ

と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が

れ
、
七
十
七
歳
の
十
六
人
に
対
し
　
　

あ
り
圭
し
か
。

安
全
つ
え
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
ｙ
」
の
後
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
楽

村
長
よ
り
「
体
に
気
を
つ
け
、
　
　

し

い
一
日
を
過
ご
し
求
し
か
。

蓬
　
　
田
　
　
村
　
　
敬
　
　
老
　
　
会



蓬 田 村 長 寿 者 番 付

田　中　な　か M24 ・ 7 ・14 93歳 横　綱 小　鹿　キ　ソ M24 ・ 8 ・28 93歳

越　田　ミ　サ 25・　2　・　2 92 大　関 張　間　そ　め 28・　8　・　7 89

青　木　豊　作 28・11・25 88 関　脇 藤　本　き　な 29・　2　・20 88

久　慈　か　せ 29・　3　・23 88 小　結 山　舘　キ　ソ 29・　4　・10 88

越　田　き　そ 29・　4　・15 88 前頭１ 安　田　り　ゑ 29・　6　・30 88

飯　田　み　さ 29・　9　・21 88 ２ 浅　利　松四郎 29・10・　5 87

工　藤　き　せ 30・　1　・24 87 ３ 田　中　ヤ　サ 29・　3　・　8 87

八　幡　た　け 30・　9　・18 87 ４ 人　戸　な　よ 30・　9　・19 87

名古屋　ヲ　ミ 30・　9　・20 87 ５ 川　綺　な　み 30・11・17 86

坂　本　米　作 30・11・20 86 ６ 三　上　よ　し 30・12・　3 86

中　川　た　き 30・12・　5 86 ７ 木　村　糟　蔵 31・　1　・　5 86

小　松　アサヨ 31・　1　・26 86 ８ 山　谷　徳三郎 31・　3　・26 86

川　綺　み　ゑ 31・　5　・　1 86 ９ 吉　崎　と　ら 31・　5　・23 86

渡　部　ハキヱ 31・　7　・20 86 10 越　田　リ　マ 31・11・25 85

S58 ・10 ・ 1現在

者付交えっ全安人老寿喜歳7
7

後
健
婦

姻
年
夫

婚
5
0在

寿米歳8
8

上
者

以

寿
歳
長
9
0の

顕

彰

者

名

簿

上
　

囗
　

清
　

吉

張
　

間
　

亀
　

男

張
　

間
　

房
　

雄

小
　

鹿
　

ふ
　

み

藤
　

本
　

カ
　

ン

山
　

谷
　

悛
　

雄

倉
　

谷
　

松
　

恵

小
　

松
　

た
　

や

小

山

内
　

ち
　

る

穂
　

波
　

ふ
　

さ

高
　
　
田
　

ニ`
　
　
ヱ

福
　

井
　

糟
　

蔵

田
　

中
　

ョ
　

シ

川
　

綺
　

長
　

作

越
　

田
　

ミ`
　
　セ

越
　

田
　

か
　

せ

坂
　
本
　
孫
九
郎
　
爬

ツ
　
エ
　
顏

山
　
舘
　
キ
　
ソ

越
　
田
　
き
　
そ

安
　
田
　
り
　
ゑ

飯
　
田
　
み
　
さ

工
　
藤
　
き
　
せ

田
　
中
　
ヤ
　
サ

田
　
中
　
な
　
か
　
斜

小
　
鹿
　
キ
　
ソ
　
斜

越
　
田
　
こ
丶
　
　サ
　
饐

長
　
　
　
科

阿

弥

陀

川

蓬
　
　
　
田

郷
　
　
　
沢

瀬
　
辺
　
地

広
　
　
　
瀬

長
　
　
　
科

瀬
　
辺
　
地

瀬
　
辺
　
地

広
　
　
　
瀬

瀬
　
辺
　
地

蓬
　
　
　
田

蓬
　
　
　
田

瀬
　
辺
　
地

長
　
　
　
科

広
　
　
　
瀬

蓬田村敬老会7



東

郡
の

ラ
イ

ブ
ラ

リ

ー
が
今
年

度

購

入
し

た
十

六
ミ

リ
映
画

フ

ィ

ル
ム

全
十

五
巻

（
三
百

五
万

円
相

当

）

が
去

る
十

月
末

日
納

入

さ
れ

ま
し

た

。

グ
ル

ー
プ
活

動
、

サ

ー
ク
ル
活

動

に
ど

ん
ど

ん
活
用

し
て

く
だ

さ

い
。社

会
教

育
関

係

と
し
て

は
、

劇

映
画

三
本

、
ア

ニ
メ

ー

シ
ョ
ン
（
漫

画

・
人
形

劇
）

三
本

、
社

会
教

育

映
画

二
本

が
購

入

さ
れ

ま
し
た

。

今

回

は
、

こ
の
中

か
ら

「

お
こ

ん

じ
ょ

う

る
り
」

と
「

ぽ
く

の
熊

お
じ
さ

ん
」
、
「
チ

ビ
六

・
二
死

満

塁
」

を
紹

介
し

ま

す
。

◇

お
こ

ん

じ
よ
う

る
り

こ
の

映
画

は

八
十

二
年

度

に
つ

く

ら

れ
芸
術

祭
大

賞
、

教
育
映

画

祭
最

優

秀
作

品
賞

・
動
物

愛
護

映

画

コ
ン

ク

ー
ル
優

秀
賞

・
文

部
大

臣

賞
な

ど

の
数
々

の
大

き

な
賞

を

受

け
、
中

央

児
童
福

祉
審

議
会

、

日

本
映
画

ペ
ン

ク
ラ

ブ
、
優
秀

映

画

鑑
賞

会

の
推
せ

ん

を
受

け
た
す

ぐ

れ
た

映
画

で
二

十
五

分
間

の

カ

ラ

ー
人
形

劇

で

す
。

－

あ
ら

す
じ
Ｉ

ま
じ

な

い
で
厄

払

い
を

す
る

い

た
こ
の

婆

さ
ま

は
、
最

近

も
う
ろ

く
で

、
へ

ま
ば

っ
か

り
や

っ
て

ふ

さ
ぎ
こ

ん
で

寝

こ
ん
で

い
た
。

そ

ん
な

あ
る

夜
、

腹
を

へ
ら
し

た
キ

ツ
ネ

の

お
こ
ん

が
や

っ
て

き

た
。

お
こ
ん

が
じ

ょ
う

る
り

を
う

な
る

と
、
婆

さ

ま
は

す
っ

か
り
愉

快

な
気

持

ち
に
な

っ
て

曲

が
っ
た

腰

を

シ
ャ

キ
ッ

と
な

っ
た
。

そ
こ

で

婆

さ
ま

は
、

お
こ

ん
を
背
中

に

隠

し
て

、
村

人

の
病
気

を
直

し

に

出

か
け
た

が
…

…
…

…
…

さ
び
し

い
者

ど
う
し

の
婆

さ
ま

と

お
こ
ん

と
の
出

会

い

か
ら
、
二

人

が
く
り

ひ
ろ
げ

る

ユ

ー
モ
ラ

ス

で
ほ

の

ぼ
の
と
し

た

や
り

と
り

、

そ

の
中

に
し
み

じ

み
と
し

た

ふ
れ

あ

い
の

あ
た
た

か

さ
を
描

き
出

し

ま

す
。
こ
の
作

品

は
、
話

が
東

北

の
田

舎

の
も

の
で
あ

り

、

バ
ッ

ク
音

楽

に
は
津
軽

三
味

線

が
使

わ
れ
て

い

て

、
こ

と
ば

も
簡
単

な
東

北
弁

が

使

わ

れ
て

お
り
、

ユ

ー
モ
ラ

ス
な

楽

し

い
も
の
で

、
小

・
中

学
校

、

一

般

と

も

充

分

見

る

こ

と

が

で

き
、
親
子

映
画

会

に
も
使

え

ま
す

。

◇

ぽ
く
の

熊
お

じ
さ

ん

こ

の
映
画

は

、
（

ナ
肇

が
出
演

す

る
四

十

六
分
間

の

カ
ラ

ー
児
童

劇
映
画

で

す
。

－

解
説

よ
り
Ｉ

音

楽
好

き
の
焼

き
芋
屋

さ
ん
が

内
気

な
少

年
の
心

を
大

き
く
変

え

た

。
家
庭

や
学
校

で

は
学

び
得

な

か
っ
た
町

の

お
じ

さ
ん
の

素
晴

ら

し

い
人
生

指
南

…
…

。
】泯
と
笑

い

が
渦
巻

く
楽
し

い
ド
ラ

マ
。

体
と

本

音

を
ぶ
っ

つ
け
合

う
中

で

、
少

年

は
積
極

的

な
生

き
方

を
身

に
つ

け
、
豊

か
な

心
を
培

っ
て

行

く
。

ツ

ー
ダ

ン
フ
ル

ベ
ー
ス

◇

チ

ビ

六

・

二

死

満

塁

こ

の

贍

囲

は

。

少

年

剄

琲

チ

ー

ム

、

エ

ッ

ク

ス

を

中

心

に

町

の

人

気

者

チ

ビ

六

の

勇

気

と

友

情

を

笑

い

と

涙

で

描

く

児

童

劇

大

作

で

、

上

映

時

間

五

十

一

分

の

カ

ラ

ー
作

品

で

す

。

－

解

説

よ

り
Ｉ

ツ
ー
ダ
ン
フ
ル
ベ
ー
ス

砂

田

弘

原

作

の
「

二

死

満

塁

」

は

三

十

六

万

部

以

上

の

発

行

部

数

の

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

で

、

課

題

図

書

に

も

選

ば

れ

て

い

ま

す

。

ツ
ー
ダ
ン
フ
ル
ベ
ー
ス

ニ

死

満

塁

／
・
そ

れ

は

野

球

の

ピ

ン

チ

だ

け

で

な

く

、

チ

ビ

六

が

迎

え

た

初

め

て

の

人

生

の

ピ

ン

チ

だ

っ

た

の

で

す

。
悔

し

涙

に

く

れ

、

悩

ん

だ

り

、

考

え

た

り

、

チ

ビ

六

は

人

間

と

し

て

、

大

き

く

成

長

し

ま

し

た

。

こ

の

映

画

を

観

る

少

年

少

女

に

、

チ

ビ

六

の

よ

う

に

二

死

満

塁

を

乗

り

越

え

る
力

強

い

勇

気

と

、

明

る

い

希

望

を

与

え

る

こ

と

に

な

る

で

し

ょ

う

。

小

学

校

全

学

年

、

Ｐ

Ｔ

Ａ

・
子

供

会

む

き

の

作

品

で

す

。

以

上

、

三

本

の

映

画

を

紹

介

し

ま

し

た

が

、

こ

れ

ら

の

フ

ィ

ル

ム

を

借

り

る

た

め

に

は

少

々

約

束

事

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

は

、

営

利

目

的

に

使

わ

な

い
こ

と

。（
特

に

教

育

団

体

の

利

用

を

希

望

し

ま

す

。
）
次

に
、

借

り

る

方

は

映

写

機

の

使

い

方

の

講

習

会

を

受

け

た

方

で

あ

る

こ

と

。（
今

年

度

の

講

習

会

は

、

六

十

年

一

月

二

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
か
も
し
れ
し
れ
ま
せ
ん
。

●
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く

れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
選
挙
違
反

や
汚
職
な
ど
社
会
の
耳
目
を
ひ
い

た
重
大
な
事
件
を
検
察
官
が
起
訴

し
な
か
っ
だ
の
は
ど
う
も
納
得
で

き
な
い
。

－

こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
？

そ
う
い
う
方
の
た
め
に
検
察
審

査
会
が
あ
る
の
で
す
。

●
検
察
審
査
会
と
は

選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
広
く
国

民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十

一
人
の
検
察
審
査
員

が
、
い
わ
ば

民
間
人
を
代
表
し
て
検
察
官
の
し

ご
と
の
や
り
方
を
審
査
す
る
と
い

う
制
度
で
す
。
検
察
審
査
会
は
、

全
国
二
〇
七
ヶ
所
に
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
員
は
六
ヶ
月
ご
と
に
交

替
し
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
い
つ

公
給
領
収
証
と
は
…
…

飲
食
店
等
の
経
営
者
の
方
が
、

お
客
さ
ん
か
ら
税
金
を
い
た
だ
い

た
と
き
に
、
必
ず
渡
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
領
収
証
で
す
。

ま
た
、
公
給
領
収
証
は
、
飲
食

し
た
明
細
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て

い
ま
す
。

そ
の
他

、
県

税

に

つ
い
て
、

お

気
軽

に
ご

相
談

く

だ
さ

い
。

電

話
　

已

七
七（
二

二
）
一
一

一
一

内

線
五
四

〇

六
・
五

四
〇

七

新着フィ ルム紹介・お知らせ

新
着
フ
ィ
ル
ム
紹
介

ご

存
じ
で
す
か
検
察
審
査
今

十
二

、
二
十

三
日

の
予

定
で

す

。
）

そ
し

て
、

ラ
イ

ブ
ラ
リ

ー
が
行

う

検
定

を
受

け
て

登
録

さ
れ

た
映
写

機

を
使

う
こ
と

な
ど
で

す

。（
映
写

機
は
中
央
公

民
館

に
も
あ
り
ま
す
。）

く
わ
し

く
知

り
た

い
方

は
、

社

会

教
育
課

へ
ご

連
絡
下

さ
い

。
ど

う

ぞ
よ

ろ
し

く

お
願

い
し

ま

す
。

料
理
飲
食
等
消
費
税

か
審
査
員
に
選
ば
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

●
審
査
の
申
立
て
を

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
犯

罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
で
、
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し

な
い

こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
に
不
服
の

あ
る
方
は
、
だ
れ
で
も
、
検
察
審

査
会
に
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費

用
は
一
切
無
料
で
す
。

○
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
役
場
内
内
線
四
一
番
）
に

お
問
い
合
せ
下

さ
い
。
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1
0月
７

日

、「
健
脚

で

つ
な
げ

郷

土

の
和

と
心
」

を
合

言
葉

に
、

県

下
6
5
市
町

村

が
参
加

し

ま
し

た
。

昨
年

と
違

う
点

は
、

コ

ー
ス
距

離

が
2
.
5に四
長

く

な
っ

た
こ

と
と
、
4
0

歳
以

上

の
指
定
区

間

が
、

設
定

さ

れ

た
点

、
そ
の

他

は
、
昨

年
と

は

ぼ
同

じ
で

、

む
つ
市

か
ら

青
森

ま

５
で

1
1
0
.㎞
を
2
1
人

で
走
破

す
る

も
の

で
し

た
。

わ
が
村

で

は
、
７

月
2
9日

の

、

参

考
レ

ー
ス
後

、

す
ぐ
選

手

を
選

考
し

、
毎
日

、

蓬
田
村

総

合
運
動

場
で
練

習
し

た

甲
斐

あ

っ
て
総

合

5
5位

、
村

の
部
1
6
位

と

い
う
好
成

績

を
収
め

ま
し

た

。

選
手
の
中
に
は
、
春
先
早
々
、

自
主
ト
レ
を
開
始
し
た
人
、
仕
事

の
時
間
の
関
係
で
夜
に
練
習
し
た

人
、
大
会
日
ち
か
く
に
足
を
痛
め

悩
ん
だ
人
、
等
、
各
選
手
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も

駅
伝
は
一
人
で
も
欠
け
る
と
、
ゴ

ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。
選
手
は
練
習

と
、
健
康
管
理
に
気
を
く
ば
り
ベ

ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
望
み
ま

す
が
、
な
み
た
い
て
い
の
こ
と
で

は
な
い
の
で
す
。

来
年
は
、
あ
な
た
も
、
こ
の
駅

伝
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。

十
二

月
四

日

か
ら
十

日

ま
で

は

「
第
三

十

六
回
人

権
週

間
」
で
す

。

昭

和
二

十
三

年
十

二
月

十
日

第
三

回
国

際
連
合

総
会

で
世

界
人

権

宣

言

が
採

択

さ
れ
て
以

来

、
国

連

で

は
こ

れ
を
記

念

し
、
毎

年
十

二

月

十

日

を

「
人
権

デ

ー
」

を
定

め

、

各

国

で
は

、
基
本

的
人

権
尊

重

の

精
神

を
徹

底
さ

せ

る
た
め

の
記

念

行

事

が
行

な
わ

れ

ま
す
。

わ

が
国
で

は

、
「
人

権

デ
ー
」
を

最

終

日

と
す

る
一
週
間

を

「
人

権

週
間

」

と
定

め
て

い
ま
す

が
、

青

森
地

方
法

務
局

と
青

森
県

人
権

擁

護
委

員
連
合

会

で
は

、
次

の
強
調

事
項

を
掲
げ

、

県
民

の
皆

さ
ん

に

人
権

尊
重

思
想

の
大
切

さ
を
呼

び

か
け

て

い
ま
す

。

○
　

人

権

の
共
存

し
互

い
に
相

手

の
立
場

を

考
え
て

豊

か
な

人
間

関
係

を

つ
く

ろ
う

○
　
婦

人

の
地
位

を
高

め

よ
う

○
　

障

害

者

の

完

全

参

加

と

平

等

を

実

現

し

よ

う

「

人

権

週

間

」

に

あ

た

り

、

私

た

ち

一

人

ひ

と

り

が

、

人

権

に

つ

い

て

考

え

、

明

る

く

豊

か

な

社

会

を

つ

く

り

ま

し

ょ

う

。

な

お
、

毎

日

の

生

活

の

中

で

、

お
困

り

の

と

き

は

、

青

森

地

方

法

務

局

（
青

森

市

長

島

四
－

二

三

ｉ

四

）

ま

た

は

、

お

近

く

の

人

権

擁

護

委

員

に

御

相

談

く

だ

さ

い

。

相

談

は

無

料

で

、

秘

密

は

厳

守

し

ま

す

。

当

村

の

人

権

擁

護

委

員

は

、

次

の

方

々

で

す

。

（
氏
　

名

）
　
（
住

所

）
　
（
電
　

話

）

坂

本

繁

男
　

中
　

沢
　

二

二

〇

八

木

村

金

助
　

瀬

辺

地
　

二

三

匸

一

小

猿

粕

雄
　

郷
　

沢
　

二

〇

二

五
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蓬田村職員給与等の公表について
この度蓬田村における給与制度とその運用の実態をより明らかにし、多くの住民に理解していただくため給与

等の公表をいたします。

区　 分
住民基本台帳人口

(年度末)

歳　 出　 額
Ａ

実 質 収 支
人　 件　 費

Ｂ

人件費率
(Ｂ／Ａ)

(参 考)

年度の人件費率

58年 度
59.3.31

4,477 人
1,685,740 千円 59,014 千円 433,382 千円 25.7% 27.7%

（注） 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

区　 分
職 員 数

Ａ

給　　　　　　　　　　 与　　　　　　　　　　 費 １人当たり給与

費（Ｂ／Ａ）給　　　 料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計　　　 Ｂ

本年度 76人 176,307 千円 32,814 千円 75,079 千 円 284,200 千 円 3,739 千 円

（注） １　職員手当には退職手当を含まない。

２　給与費は当初予算（９月補正後の予算）に計上された額であり、給与改善分として１％分を含む。

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（59年10月１囗現在）

区　分
一　　般　　行　　政　　職 技　　能　　労　　務　　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

蓬田村 198,249円 219,857円 37.2歳 182,543円 207,010円 37.1歳

国 213,340円 40.1歳 193,150円 48.5歳

（4） 職員の初任給の状況 （59年 ４月１囗現在）

区　　　　　 分

蓬　　　 田　　　 村 国

決 定 初 任 給 採用２年経過日

給　　 料　　 額

初　　 任　　 給 採用２年経過日
給　　 料　　 額

一般行政職

大 学 卒 96,600 円 104,000 円 104,000 円 114,900 円

高 校 卒 85,100 円 90,500 円 85,100 円 90,500 円

技 能労務職

大 学 卒 円 円 円 円

高 校 卒 85,800 円 91,300 円 85,800 円 91,300 円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（59年４月１囗現在）

区　　　　　 分 経験年数10年 経験年数15 年 経験年数20 年

一般行政職

大 学 卒 174,200 円 円 円

高 校 卒 162,500 円 188,300 円 237,200 円

技能労務職

大 学 卒 円 円 円

高 校 卒 155,000 円 182,300 円 215,200 円

（注） 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものである。

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（2） 職員給与費の状況 （普通会計予算）

･蓬田村職員給与等 の公表 1

0



（6）一般行政職の等級別職員数の状況（59年10月１日現在）

区　　　　　　　分 １等級 ２等級 ３等級 ４等級 ５等級 ６等級 等級 等級 計

標準的な職務内容 課　 長 課長補佐 係　 長 主　 事 主　 事 主事補

職　　 員　　　数 3人 13 人 25 人 15 人 5人 1人 人 人 62人

構　　 成　　 比 4.8% 21.0% 40.3% 24.2% 8.1% 1.6% ％ ％ 100 ％

参

考

１年前の構成比 4.8% 14.5% 41.9% 27.5% 8.1% 3.2% ％ ％ 100 ％

５年前の構成比 1.6% 16.7% 21.7% 50.0% O％ 10.0% ％ ％ 100 ％

（注） １　蓬田村の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。

２　標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名である。

（7 ） 帰給期間短縮の状況

（8 ） 職 員 手 当 の 状 況

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種匚係る職員に支給された平均額である。

1

1

蓬田村職 員給与等の公表

区　　　　　　　　 分 合　　　 計 一般行政職 技能労務職 医　 療　 職

本年度

職　　　　　　員　　　　　　数　　（Ａ） 76人 62 人 人 2人

普通昇給期間（12 ～24 月） を短縮
して昇給した職員数　　　 （Ｂ）

7人 7人 人 O人

比　　　　　 率　 （Ｂ）／（Ａ） 9.3% 11.3% ％ O％

前年度

職　　　　　　員　　　　　　数　　（Ａ） 76人 62 人 人 2人

普通昇給期間（12 ～24 月） を短縮
して昇給した職員数　　　 （Ｂ）

9人 8人 人 1人

比　　　　　 率　 （Ｂ）／（Ａ） 11.9% 12.9% ％ 50.0%

区　　　 分 蓬　　　 田　　　 村 国

期 末 手 当

勤 勉 手 当

(59 年度 支給割合)

期 末手当　　 勤勉手当

６　 月　期　　1.4 月分　　0.5 月 分

12　 月　期　　1.9 月分　　0.6 月 分

３　 月　期　　0.5 月分　　 一 月分

計　　　　3.8 月分　　1.1 月 分

(59 年 度支給割合)

期 末手当　　 勤勉手当

６　 月　期　　 １．４ 月分　　0.5 月 分

12　 月　期　　 １．９ 月分　　0.6 月 分

３　 月　期　　0.5 月 分　　 一 月分

計　　　　3.8 月 分　　1.1 月分

退 職 手 当

(]支給率)　　 自 己 都 合　　 勧奨・定年

勤 続20 年　　23.8372 月 分　　32.6025 月分

勤 続25 年　　32.455 月 分　　46.9315 月分

勤 続35 年　　52.205 月 分　　68.5515 月分

最高限度額　　64.28　 月 分　　68.5515 月分

その他の加算措置

退 職 時

特別昇給　 勧奨退職者　10 年未満　　　 ２号

10年～20 年 未満３号

20年以上　　　 ４号

１人当たり　　　　 千円　　　　 千円

平均支給額

（支給率）　　 自 己 都 合　　 勧奨・定年

勤 続20 年　　21.0　 月分　　28.875 月分

勤 続25 年　　28.375 月分　　44.55　 月分

勤 続35 年　　48.125 月分　　63.525 月分

最高限度額　　60.0　 月分　　63.525 月分

その他の加算措置　　 制限なし

退 職 時　　 原則１号俸

特別昇給　　 特別の勧奨退職者２号俸



特 殊 勤 務 手 当

(本年度)

区　　　　　　　　 分 全　　　 職　　　 種

職員全体に占める手当支給職員の割合 0.15%

支 給対象職員１人当たり平均支給年額 16,412 円

手　 当　　の　 種　 類　 （手当数） ７

代表的 な手当の名称

支給額の多い手当 保母手当

多くの職員に支給 さ

れている手当

税務職員手当　 保母手当

出納員　 その他の会計職員手当

時間外勤務手当

本　　 年　　 度

支　　 給　　 総　　 額 7,936 千 円

職員１人当たり支給年額 104 千 円

前　　 年　　 度

支　　 給　　 総　　 額 7,936 千 円

職員１人当たり支給年額 104 千円

(59年４月１日現在)

（9 ） 特別職の報酬等の状況（59 年10 月１ 日現在）

蓬田村 職員給与等の公表 1

2

区　　　 分 内　　　　　　　　 容 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶 養 手 当

配偶者12,300 円　 扶養親族２人まで3,800 円

配 偶者のない場合１人については8,300 円

その他の扶養親族１人につ き1,000 円

同　　　 じ

住 居 手 当

月額16,500 円-9,000 円=7,500 円

月 額16,500 円 以上支払っている場合は16,500 円

を控除した額の｛ 十7,500 円 を加算した額

同　　　 じ

通 勤 手 当

17,600 円 を超えるときは17,600 円 との差額の１

（その差額のｌ が2,800 円 を超えるときは2,800

円） を17,600 円 に加算した額

同　　　 じ

区　　　　　　　　 分 給　　　 料　　　 月　　　 額　　　 慳

給

料

村　　　　　 長

助　　　　　　　　役

収　　 人　　 役

520,000 円

420,000 円

397,000 円

報

酬

議　　　　　　　　　　 長

副　　　　 議　　　　 長

議　　　　　　　　　　 員

156,000 円

135,000 円

130,000 円

期

末

手

当

村　　　　　 長

助　　　　　　　　役

収　　 人　　 役

（本年度支給割合）　 ６　 月　期　　　　　　1.4 月分

12　 月　期　　　　　　1.9 月分

３　 月　期　　　　　　0.5 月分

計　　　　　　　　3.8 月分

議　　　　　　　　　　 長

副　　　　 議　　　　 長

議　　　　　　　　　　 員

（本年度支給割合）　 ６　 月　期　　　　　　1.4 月分

12　 月　期　　　　　　1.9 月分

３　 月　期　　　　　　0.5 月分

計　　　　　　　　3.8 月分



ヤングメッセージ　　№36

越田いくえ　　　　瀬辺地

談話室

私
か
青
年
団
に
入
っ
た
の
は
、

高
校
を
卒
業
し
て
ま
も
な
く
の
事

で
し
た
。
小

さ
い
頃
か
ら
、
青
年

団

の
人

が
身
近

か
に
居

た
せ

い

か
、
青
年
団
と
い
う
団
体
活
動
に

対
し
て
、
と
て
も
親
近
感
を
覚
え

て
い
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
、
瀬

辺
地

で
盆
踊

り
が
あ

る
と

い
う

と
、
青
年
団
の
人
達
か
ら
、

お
で

ん
作
り
を
頼
ま
れ
た
り
し
て
青
年

団
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
ま
し
た
。
今
か
ら
考
え
て
み

る
と
、
あ
れ
は
青
年
団
の
人
達
の

私
達
に
対
し
て
の
青
年
団
へ
の
勧

誘

を
兼

ね
て

の
目

論
見

だ
っ

た
の

で

は
な

い
で
し

ょ
う
か
。
い
ざ
入
る

か

ど
う

か
聞

か
れ
た

時
、

は

っ
き

り
言

っ
て
迷

い
ま
し

た

。
今
、

社

会

へ
の
門

を
か

た
こ

う

と
し
て

い

る
自

分

に
と

っ
て
会

社

と
の
両

立

が
で

き

る
だ
ろ

う

か
。
両

親

が
青

年
団

を

理
解
し

て

く
れ

る
だ
ろ

う

か
。
青
年

団

と
い

う
新
し

い
環

境

の
中

に
解

け
こ

ん
で

い
け
る
だ

ろ

う

か
な

と
様

々
な

事
に
不

安

を
抱

い
て

い
た

か
ら
で

す
。
し

か
し

、

そ

ん

な
中

で

私

か

出

し

た

結

論

は
、
ま

わ
り

の
人

が
入

る
な

ら
と

い
う
安
易
な
考
え
か
ら
、
あ
っ
さ

り
と
首

を
縦

に
ふ
っ
て

い
ま
し

た
。
青
年
団

に
入
っ
て
驚
い
た
こ

と
は
、
年
齢
層
の
広
い
こ
と
で
し

た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
知

ら
な
い
人

が
多
く
て
瀬
辺
地
の
青

年
団
の
人
だ
け
が
頼
り
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
、
い
ろ
い
ろ
な

行
事
を
こ
な
し
て
い
る
う
ち
に
解

消
さ
れ
、
青
年
団
員
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
ん

な
折
、
私
は
蓬
青
協
で
体
育
担
当

と
い
う
任
務
に
つ
き
ま
し
た
。
ま

だ
青
年
団
に
入
っ
て
一
年
も
た
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
に
、
ど
う
し

て
い
い
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
会
議
に
出
て
も
耳
を
す
ま

し
て
じ
っ
と
聞
く
だ
け
で
、
意
見

を
述

べ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

青
年
団
活
動
を
よ
く
把
握
し
て
い

な
い
自
分
に
と
っ
て
、
と
て
も
苦

痛
に
感
じ
て
い
た
の
で
す
。
役
員

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
か
ら
感
嘆

さ
せ

ら
れ

る
こ

と
ば

か
り
で
し

た
。
と
同
時
に
自
分
の
浅
墓
な
考

え
方
や
軽
率
な
行
動
に
対
し
て
、

新
た
に
考
え
な
お
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

青
年
団
に
入
っ
て
み
て
…
…
。
役

員
に
な
っ
て
み
て
…
…
。
と
て
も

意
義
の
あ
る
も
の
を
得
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
高
校
を
卒
業
し
て
青

年
団
に
入
っ
た
私
も
、
早
い
も
の

で
、
先
日
、
成
人
式
を
迎
え
ま
し

た
。
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ

て
、
責
任
あ
る
行
動
で
、
青
年
団

活
動
に
対
し
て
も
、
日
常
生
活
に

対
し
て
も
今
ま
で
以
上
に
対
処
に

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

折
々
の
歌

悲
し
み
を
聞
き
つ
つ
寡
婦
な
る
友
と
居
て

夕
づ
く
空
に
見
る
ち
ぎ
れ
雲

卓
の
上
の
眼
鏡
に
拡
大
さ
れ
て

い
る

木
目
を
見

つ
つ
愚
痴
を
き
き
お
り

カ
ナ
リ
ヤ
の
鳴
き
声
と
き
に
高
ま
り
て

か
た
き
談
話
の
間
を
保
ち
た
リ

低
温
の
や
ま
せ
の
続
く
こ
の
年
も

冷
害
な
る
か
神
に
ぬ
か
づ
く

朝
右
の
露
き
ら
ら
な
る
田
径
ゆ
き

背
の
暖
か
し
偏
東
風
な
き
れ
ば

や
ま
せ
凪
ぎ
暖
き
日
の
定
ま
り
て

み
ど
り
豊
か
に
稲
深
み
ゆ
く

出
穂
の
今
さ
か
り
な
る
稲
田
面
に

夏
日
逾
き
こ
の
充
足
感

稲
の
花
咲
き
満
っ
る
音
か
そ
か
に
て

響
む
と
も
聞
ゆ
広
き
稲
田
に

秋
晴
れ
て
稲
穂
黄
に
立

つ
朝
ご
と
に

熟
れ
穂
は
重
く
畦
に
垂
れ
く
る

（
以
上
六
首
　

吉
崎
慶
次
郎
）

13が ヤング メッセージ・折々の歌



戸籍の窓口・村民文芸欄

戸籍の

窓　口
(蓬田村の人口:4,481 人)

６月・ワ 月・８ 月・９ 月受付 分

武井　友美　（誠純・２女）

越田　憲司　（敏雄・長男）

八幡　拓郎　（昭夫・長男）

佐藤　圭輔　（隆徳・２男）

坂本　麻衣　（ 茂　・長女）

藤田　英恵　（清貴・長女）

福浦　実加　（次男・２女）

武井　祐太　（秀敬・２男）

久慈　恭兵　（真悦・長男）

坂本　陽平　（ 豊 ・長男）

森　　友美　（ 豊　・長女）

森　　仁美　（淳一・長女）

倉谷　卓偉　（弘孝・３男）

青木　一隆　（ 敬 ・長男）

工藤　大助　（竹行・２男）

坂本　美夏　（幹人・長女）

藤田明日香　（雄二・長女）

下山　愛美　（繁雄・長女）

柿崎誉志生　（勝博・長男）

八幡　　悠　（精治・長男）

藤本妃呂美　（正敏・２女）

大宮　梢子　（ 仁　・長女）

森　　千秋　（俊文・長女）

飯田みゆき　（研一・長女）

村上まどか　（善正・２女）

坂本　卓也　（寛人・長男）

八幡　沙織　（健一・長女）

久慈　平和　（一司・長女）

畠山友里恵　（喜美雄・２女）

清水　彩子　（淳範・長女）

川内亜紀子　（正務・３女）

青木　千佳　（俊彦・３女）

豊
作
、
久
し
ぶ
り
に
聞

く
こ
の

こ
と
ば
。
久
し
く
忘

れ
去
ら
れ
、

よ
う
や
く
人
々
の
囗
か
ら
笑
顔
と

と
も
に
こ

ぼ
れ
た
こ
の
こ
と
ば
。

な
つ
か
し
さ
が
な
く
な
っ
て
ほ
し

い
こ
と
ば
で
す
。

（ 川崎　　 学　 （広瀬）

柳谷ちづ子　 （今別町）

（ 川崎　 幸治　 （広瀬）

伊藤　 妙子　 （青森市）

（ 小松　 文雄　 （蓬田）

川戸　 恵子　 （青森市）

（ 久慈　 敏英　 （広瀬）

比嘉　 仁美　 （沖縄県）

（ 津島　 兼春　 （後潟）

坂本　 祥子　 （中沢）

（ 廣田　　 満　 （長科）

甲田　 みや　 （天間林）

（ 澤田　 勝彦　 （郷沢）

江川真紀子　 （神奈川県）

（ 浅野　 和義　 （石川県）

森　　 松代　 （阿弥陀川）

（ 福井　 武秀　 （郷沢）

川崎るみ子　 （広瀬）

（ 秋EH　 春男　 （瀬辺地）

松井　 祥子　 （青森市）

あ
と
が
き

●
１
月
７
日

村
民
席
書
大
会

●
１
月
８
～
1
0日

村
民
ス
キ
ー
教
室

●
２
月
９
日

歩
く
ス
キ
ー
大
会

●
２
月
1
6・
1
7日

歩
く
ス
キ
ー
教
室

●
２
月
1
7日

子
ど
も
会
雪
上
運
動
会

（ 三上　 行男　 （中沢）

細谷　 慶子　 （蓬田）

（ 小林　　 康　 （新潟県）

相坂　 弘子　 （広瀬）

『 八戸　 正幸　 （阿弥陀川）

野村　 和』子　 （青森市）

（ 川崎　 芳彦　 （広瀬）

野村　 日和　 （青森市）

（ 渡邊　 啓壽　 （北海道）

中川　 絹江　 （郷沢）

○ お 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

○ご結婚おめでとうございます

（ 木戸　厚夫　（瀬辺地）

中村　春美　（蓬田）

（ 久慈　秀逸　（瀬辺地）

柴田　静子　（青森市）

（ 田村　　守　（青森市）

久慈百合子　（高根）

（ 池田　公一　（大阪市）

小鹿　真弓　（長科）

（ 青木　繁一　（阿弥陀川）

我満　良子　（青森市）

（ 稲葉　文博　（高根）

工藤冨美子　（青森市）

（ 泉谷　　聡　（長科）

神　　洋子　（青森市）

●
行
事
案
内

村
民
文
芸
欄

川
　
　
　
　
柳

窓
し
め
て
風
鈴
静
止
秋
の
暮
れ

秋
始
末
嫁
と
姑
の
共
同
作
業

晩
酌
も
適
量
越
せ
ば
病
い
呼
ぶ

十
月
も
下
旬
過
ぎ
て
冬
支
度

七
五
三
マ
マ
は
着
飾
り
眉
を
か
く

番
犬
は
他
人
と
妥
協
許
さ
れ
ず

（
以
上
六
首
　
吉
崎
勝
三
郎
作
）

(β)お悔み申し上げます

木戸　京子　（瀬辺地・56 歳）

川島　ハツ　（中沢・78歳）

田中　ツナ　（広瀬・80歳）

張間喜三郎　（長科・68歳）

田中榮之松　（広瀬・82歳）

小石　健一　（阿弥陀川・25 歳）

太田勝太郎　（広瀬・77歳）

金子ミツヱ　（阿弥陀川・72歳）

1
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